
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行うこ

研究概

湿式

材料を

妨げな

ーメッ

ひびや

ており

ことが

始め

供給が

につい

果、透

層工法

あるモ

内結露

が明ら

次に

屋外の

外断熱

影響を

ろ、建物

壁体内

設計や

ければ

なりま

本研

工法の

料とし

用して

重

点

プ

ロ

湿式外装仕上げ材を用いた断熱壁体の通気工法に関する研究   
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研究の目的 

欧米で広く普及している「湿

式外装仕上げ材＋プラスチック

断熱材を用いた外断熱・外張り

断熱壁体」の耐久性・施工性・

防汚性を検証し、我が国での効

果的な適用方法について提案を
とを目的としています。 

要 

外断熱システムは、使用

工夫し、外部への放湿を

いこと、グラスファイバ

シュを塗り込むことで、

衝撃に対する強度を高め

、低廉に断熱改修を行う

できるのが特徴です。 

に、室内からの水蒸気の

壁体内結露に及ぼす影響

て検討しました。その結

湿抵抗値は一般的な通気

と同等程度で、旧来から

ルタル外装等のような壁

被害が起こりにくいこと

かとなりました。 

、雨水や凍結融解など、

厳しい環境条件が、湿式

システムの劣化に及ぼす

実験的に検討したとこ

の凹凸部や窓の周辺で、

に雨水が浸入しやすく、

施工方法に十分注意しな

ならないことが明らかに

した。 

究の結果は、湿式外断熱

改良や新製品の開発用資

て、道内の企業に広く活

いただきます。 
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水切り板の左右に雨水がたまり、
壁体内に水が蓄積した様子 
（熱画像） 


